




点とするため 五世紀 作っ 町だ。一九九〇年当時はまさにボスニアらしく、さまざまな宗教の施設がならび、活気に溢れていた。高台にあるオスマン時代の城塞からは、ヒュスレヴ・パシャ・モスクやアンカラ市場をはじめとする町の中心部のオスマン都市風の佇まいが一望できた。遠い緑のなかにはモスクのミナレと教会の塔が並び、城跡下のバス乗り場脇のカフヴェで飲んだトルコ風のボスニア・コーヒーもおいしかった。この町がその後、悲惨 運命を辿 ことはここに記すまでもないだろう。一九九二年に勃発した内戦 戦火はボスニアを混乱に陥れ、サ イェヴォの町は三年半にわたっていわゆるセルビア系勢力に包囲され、 万二千人以上が死亡したといわれている。
そのサライェヴォを再訪したのは、二〇一一年の夏のことだ。理由は町に残るオス











朝期の建造物は自分たちの歴史の一部となっているのだろう。町の中心部 主要建造物に限らず、周辺部の小規模なモスクの多くも修復・再建され、手にして歩いた一八八二年の地図通 の場所で、今も生きて使われていた。碑文の多くもそこにあり、その点はうれしかった。歴史遺産は、そこに暮らす人 とって意味のあるも だけ残されていくことがよくわかる。
町には聖者廟も多い。泊まった宿の近くにイェディレル（七聖人）と称される聖者
廟があった。昼も夕も多くの女性が列をなしていたところをみると、何か 願掛けに効くのだろう。イスラム式に手 ひらを上に向け 祈る人と並んで、十字を切るキリスト教徒 姿もあった。かつてはふつうに見られた あろうこうした光景が、今となってはやっとみつけた宝物のよ 思われ 観光客 勝手な思い入れ はい 、今を生きるサライェヴォの人々にとって、共存の過去も自分たちの歴史の一部であってほしいと思える光景 った
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